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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 83,938 11.2 6,588 34.2 7,192 30.5 4,578 △5.1

25年3月期 75,455 0.8 4,910 21.2 5,512 27.9 4,827 67.2

（注）包括利益 26年3月期 5,838百万円 （△12.5％） 25年3月期 6,674百万円 （167.8％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 210.13 ― 7.0 7.7 7.8
25年3月期 205.80 ― 7.6 6.0 6.5

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 ―百万円 25年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 91,740 64,804 70.6 3,098.31
25年3月期 95,452 66,033 69.2 2,857.52

（参考） 自己資本 26年3月期 64,804百万円 25年3月期 66,033百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 4,393 △5,212 △6,814 14,580
25年3月期 7,287 △5,174 △2,246 21,612

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00 1,270 26.7 2.0
26年3月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00 1,254 28.6 2.0

27年3月期(予想) ― 0.00 ― 60.00 60.00 28.5

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 40,300 3.2 2,500 18.0 2,500 6.2 1,600 3.7 76.50
通期 86,000 2.5 6,500 △1.3 6,550 △8.9 4,400 △3.9 210.37



※ 注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．15「４．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 無

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 23,703,166 株 25年3月期 23,703,166 株

② 期末自己株式数 26年3月期 2,787,177 株 25年3月期 594,498 株

③ 期中平均株式数 26年3月期 21,791,015 株 25年3月期 23,454,787 株

（参考）個別業績の概要 

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 68,065 5.5 5,885 16.3 7,120 28.3 4,531 △5.0

25年3月期 64,533 1.6 5,061 23.2 5,550 27.9 4,768 27.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 207.95 ―

25年3月期 203.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 82,412 62,171 75.4 2,972.44
25年3月期 87,710 63,816 72.8 2,761.58

（参考） 自己資本 26年3月期 62,171百万円 25年3月期 63,816百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社と
して約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
（四半期決算説明会内容の入手方法） 
当社は平成26年５月12日（月）に証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。その説明内容（音声）については、当日使用する決算説明会資料とともに、開
催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当社グループは、平成28年３月期を最終年度とした第五次中期経営計画（RISO Vision 16）を策定し、全世界で販

路拡充と新規顧客の獲得を実行することを中期的な経営方針に掲げて運営しております。第五次中期経営計画（RISO 

Vision 16）の初年度となる当期は、国内、海外でインクジェット事業の販路拡充に取り組み、新規設置を進めてまい

りました。全体の売上は、国内外で伸長し２期連続の増収となりました。営業利益は、インクジェット事業の伸長、

為替の円安影響により増益となりました。売上高は839億3千8百万円（前期比11.2％増）、営業利益は65億8千8百万円

（同34.2％増）、経常利益は71億9千2百万円（同30.5％増）、当期純利益は45億7千8百万円（同5.1％減）となりまし

た。 

当連結会計年度の期中平均為替レートは、１米ドル100.24円（前期比17.14円の円安）、１ユーロ134.37円（同

27.23円の円安）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりです。 

・印刷機器事業 

当社グループは、印刷機器事業として、高速カラープリンター「オルフィス」を主としたインクジェット事業と

デジタル印刷機「リソグラフ」を主とした孔版事業を行っております。 

インクジェット事業は、国内に続き海外でも新製品の販売が順調に推移し売上を伸ばしたことにより、孔版事業

の減少を補いました。印刷機器事業の売上高は、823億5千8百万円（前期比11.5％増）となりました。営業利益は、

61億3千1百万円（同37.9％増）となりました。 

日本 

インクジェット事業では、販路の充実を図り新規顧客への設置を進めたことで本体、消耗品ともに好調に販売を

伸ばしました。孔版事業では、消費税増税の実施を前に第４四半期に消耗品の販売が増加しました。この結果、孔

版事業の売上は前期に比べわずかな減少にとどまりました。売上高は486億6千2百万円（同3.3％増）、営業利益は

60億4千7百万円（同8.8％増）となりました。 

米州 

インクジェット事業では、課題である販路の育成に当期も引き続き注力し、本体の販売を伸ばしました。孔版事

業の売上は減少しました。売上高は、為替の影響により前年を上回り57億2千8百万円（同18.5％増）となりまし

た。営業損失は、4億1千5百万円（前期は6億3千6百万円の営業損失）となりました。 

欧州 

インクジェット事業では、各国で新製品の本体販売が順調に進み売上が伸長しました。孔版事業では新興国を中

心に販売が伸長しましたが、欧州全体では売上が減少しました。売上高は、為替の影響もあり前年を大きく上回り

161億9千1百万円（前期比31.9％増）となりました。営業利益は、5百万円（前期は8億7千7百万円の営業損失）とな

りました。 

アジア 

インクジェット事業では、中国での販路拡大や東南アジアでの販路育成により本体の販売を伸ばしました。孔版

事業の売上は減少しました。売上高は、為替の影響により前年を上回り117億7千7百万円（前期比22.1％増）となり

ました。営業利益は、為替の円安影響により4億9千3百万円（同21.8％増）となりました。 

 

・不動産その他事業 

当社グループは、不動産その他事業として表参道ビル・新大阪ビルの賃貸を中心とした不動産事業のほかプリン

トクリエイト事業を行っております。 

不動産その他事業の売上高は15億7千9百万円（同0.7％減）、営業利益は4億5千6百万円（同1.3％減）となりまし

た。 

 

②次期の見通し 

引き続き全世界において新規顧客の獲得に注力し、販路の拡充と用途開拓に努めてまいります。また、海外事業の

収益拡大に向け販売体制を強化いたします。 

次期の売上高は860億円（前期比2.5％増）を見込んでいます。利益面では、研究開発費や人件費など販売費及び一

般管理費が増加する見通しにより、営業利益は65億円（同1.3％減）、経常利益は65億5千万円（同8.9％減）、当期純

利益は44億円（同3.9％減）を見込んでいます。 

業績見通しにおける為替レートは、１米ドル102円、１ユーロ138円を前提としております。 
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（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債、純資産の状況 

当連結会計年度末の財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。 

総資産は37億1千1百万円減少し、純資産は12億2千9百万円減少しました。 

主な増減内容は、資産の部では、有価証券61億1千万円、建設仮勘定16億7千7百万円がそれぞれ減少し、建物及び

構築物が35億9千7百万円増加しました。また負債の部では、支払手形及び買掛金15億8千8百万円、未払法人税等10億

9千8百万円がそれぞれ減少しました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ70億3千2百

万円減少し、145億8千万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、43億9千3百万円（前期比39.7％減）となりました。これは主に税金等調整前当期

純利益71億1千9百万円、減価償却費30億8千4百万円、のれん償却額6億6千8百万円、法人税等の支払額35億6千3百万

円、仕入債務の減少額22億4千9百万円、未払金の減少額6億8千6百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、52億1千2百万円（前期比0.7％増）となりました。これは主に有形固定資産の取

得による支出42億9千9百万円、無形固定資産の取得による支出8億7千2百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、68億1千4百万円（前期比203.3％増）となりました。これは主に自己株式の取得

による支出49億9千9百万円、配当金の支払額12億7千万円によるものです。

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

株主に対する利益の配分については、

①企業体質を強化しつつ業績に裏付けられた成果の配分を行うこと

②安定配当の継続に努めること

を基本方針とし、期末配当による年１回の剰余金の配当を行います。また、自己株式の取得も株主に対する利益還元

の一つと考えており、株価水準や市場の動向を考慮しながら適宜実施します。

 

当期の期末配当金は、前期より５円増配し１株につき60円とする予定です。自己株式については、当期中に合計

2,192,600株を49億9千9百万円で取得しております。

当社は、第五次中期経営計画（RISO Vision 16）の期間中における株主に対する利益の配分については、基本方針

を踏まえたうえで営業成績を反映させた配当を行うことを原則とし、営業成績が好調な時には利益配分を増やしてい

くことといたします。

当社は引き続き自己株式の取得も適宜実施し、株主に対する利益還元に努めます。所有する自己株式は原則として

消却いたします。

次期の配当金につきましては、１株につき60円とする予定です。
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２．企業集団の状況

 

当社グループは、当社と子会社26社により構成されており、事業は、印刷機器の開発・製造・販売・市場調査を主

に行っているほか、不動産業を営んでおります。

事業内容と当社及び主な関係会社の当該事業にかかる位置付けは次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針・中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、販路の拡充と新規顧客の獲得を推進すべく、平成28年３月期を最終年度とした３ヵ年計画「第五

次中期経営計画（RISO Vision 16）」を策定し、取り組んでおります。 

 

＜第五次中期経営計画（RISO Vision 16）の基本方針＞ 

個の発想と実行力によって企業活動を活性化し、全世界で販路拡充と新規顧客の獲得を実行する 

①海外の販売企画を強化し、事業の拡大を図る 

海外事業の拡大は、当社グループとしての最重要課題と認識しております。日本国内で培った販売指針や販売ノウ

ハウ等を海外事業にも展開し、グループとしての販売企画機能を強化し海外事業の拡大を目指します。 

②インクジェット事業の販路拡大と充実を図り、新規ハード設置を増やす 

インクジェット事業は販路拡大のための投資、販売トレーニング強化、製品優位性訴求のための販売促進活動を積

極的に行い、新規顧客の獲得に努めます。 

③孔版事業の顧客管理を強化し収益基盤を維持する 

孔版事業は、顧客満足度の向上を図るとともに、海外で孔版事業の需要が期待できる地域を重点地域と定め販売促

進活動を積極的に行い、グループ全体として収益の維持に努めます。 

④将来をにらみ新たな生産体制をつくる 

生産の効率化、コスト低減を図るとともに、将来の増産に対応できる生産体制を構築します。 

⑤新規事業創出に挑戦する 

⑥事業参画意識を高め、常にチャレンジする社風をつくる 

 

（２）目標とする経営指標 

第五次中期経営計画（RISO Vision 16）では、平成28年３月期において以下の数値を目標としております。 

連結売上高 860億円  連結営業利益 70億円  ROE ７％ 

※前提とする為替レート：１米ドル90円、１ユーロ116円 

 

（３）会社の対処すべき課題 

当社の主要事業である印刷機器事業においてはインクジェット事業が成長する一方、孔版事業は減収傾向が続いて

おります。インクジェット事業の成長スピードを上げることと孔版事業の維持・回復を目指すことが当社グループの

対処すべき課題ととらえております。また、当社グループの中長期的な成長のため、新たな事業を立ち上げることが

必要であると考えます。 

 

このような状況のもと、第五次中期経営計画の２年目となる平成27年３月期は以下の項目を経営方針に掲げて運営

してまいります。 

＜平成27年３月期経営方針＞ 

①販路拡充と新規顧客の獲得を推進し、MIF（市場設置台数）増加に傾注する 

第五次中期経営計画の経営目標である、「全世界で販路拡充と新規顧客の獲得を実行する」を踏まえ、当期もMIF

の増加に努めてまいります。 

②健全な海外販売体制を構築し、売上の拡大・利益の拡大を実現する 

販売子会社の販売力を強化するとともに財務体質の改善に取り組み、海外事業の収益拡大を図ります。 

③生産拠点を再編成し、新たな生産体制に移行する 

孔版事業では、平成26年３月に竣工したタイの自社工場で生産を開始しました。本体を中国・タイの２ヵ国で生産

し、安定供給に努めます。また、インクジェット事業では、平成26年５月より筑波事業所で消耗品を生産し、今後

の生産量増加に備えます。 

④新規事業創出に挑戦する 

⑤社員の能力向上に焦点をあて、事業をけん引する社員の育成を行なう 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,901 12,899 

受取手形及び売掛金 ※２ 14,936 15,596 

有価証券 8,987 2,876 

商品及び製品 9,304 9,781 

仕掛品 486 479 

原材料及び貯蔵品 2,421 2,373 

繰延税金資産 2,045 2,132 

その他 1,638 1,979 

貸倒引当金 △291 △338 

流動資産合計 53,429 47,780 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 17,914 21,938 

減価償却累計額 △12,290 △12,716 

建物及び構築物（純額） 5,624 9,221 

機械装置及び運搬具 7,547 6,095 

減価償却累計額 △6,523 △5,266 

機械装置及び運搬具（純額） 1,024 829 

工具、器具及び備品 14,940 16,164 

減価償却累計額 △14,051 △15,156 

工具、器具及び備品（純額） 889 1,008 

土地 17,129 17,071 

リース資産 263 356 

減価償却累計額 △124 △151 

リース資産（純額） 138 205 

建設仮勘定 2,978 1,300 

その他 10,021 9,692 

減価償却累計額 △7,483 △6,585 

その他（純額） 2,537 3,106 

有形固定資産合計 30,323 32,742 

無形固定資産    

のれん 1,344 679 

ソフトウエア 2,404 2,232 

その他 1,887 1,674 

無形固定資産合計 5,636 4,586 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,824 1,945 

長期貸付金 190 182 

繰延税金資産 898 1,142 

その他 3,207 3,422 

貸倒引当金 △58 △61 

投資その他の資産合計 6,062 6,631 

固定資産合計 42,022 43,960 

資産合計 95,452 91,740 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※２ 11,149 9,560 

短期借入金 2,839 2,615 

1年内返済予定の長期借入金 2 2 

未払法人税等 2,384 1,286 

賞与引当金 1,631 1,657 

役員賞与引当金 66 93 

製品保証引当金 48 53 

その他 ※２ 6,847 6,550 

流動負債合計 24,969 21,819 

固定負債    

長期借入金 35 33 

退職給付引当金 3,807 － 

退職給付に係る負債 － 4,589 

その他 605 495 

固定負債合計 4,448 5,117 

負債合計 29,418 26,936 

純資産の部    

株主資本    

資本金 14,114 14,114 

資本剰余金 14,779 14,779 

利益剰余金 39,159 42,467 

自己株式 △935 △5,935 

株主資本合計 67,118 65,426 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 249 343 

為替換算調整勘定 △1,334 △169 

退職給付に係る調整累計額 － △796 

その他の包括利益累計額合計 △1,085 △622 

純資産合計 66,033 64,804 

負債純資産合計 95,452 91,740 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 75,455 83,938 

売上原価 33,286 36,181 

売上総利益 42,168 47,756 

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 37,258 ※１,※２ 41,168 

営業利益 4,910 6,588 

営業外収益    

受取利息 168 137 

受取配当金 32 35 

為替差益 165 396 

その他 387 262 

営業外収益合計 753 832 

営業外費用    

支払利息 58 62 

固定資産除却損 51 83 

その他 40 81 

営業外費用合計 151 228 

経常利益 5,512 7,192 

特別利益    

顧客権譲渡益 22 45 

保険返戻金 38 25 

特別利益合計 61 70 

特別損失    

減損損失 ※３ 424 ※３ 111 

事業構造改善費用 109 33 

投資有価証券評価損 21 － 

特別損失合計 555 144 

税金等調整前当期純利益 5,018 7,119 

法人税、住民税及び事業税 2,398 2,469 

法人税等調整額 △2,206 70 

法人税等合計 191 2,540 

少数株主損益調整前当期純利益 4,827 4,578 

当期純利益 4,827 4,578 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 4,827 4,578 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 356 94 

為替換算調整勘定 1,490 1,164 

その他の包括利益合計 ※ 1,847 ※ 1,259 

包括利益 6,674 5,838 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 6,674 5,838 

少数株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 14,114 14,779 37,874 △2,011 64,757 

当期変動額           

剰余金の配当     △966   △966 

当期純利益     4,827   4,827 

自己株式の取得       △1,500 △1,500 

自己株式の消却     △2,575 2,575 － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計     1,284 1,075 2,360 

当期末残高 14,114 14,779 39,159 △935 67,118 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 △107 △2,825 － △2,932 61,825 

当期変動額           

剰余金の配当         △966 

当期純利益         4,827 

自己株式の取得         △1,500 

自己株式の消却         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

356 1,490 － 1,847 1,847 

当期変動額合計 356 1,490 － 1,847 4,207 

当期末残高 249 △1,334 － △1,085 66,033 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 14,114 14,779 39,159 △935 67,118 

当期変動額           

剰余金の配当     △1,270   △1,270 

当期純利益     4,578   4,578 

自己株式の取得       △4,999 △4,999 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計     3,307 △4,999 △1,691 

当期末残高 14,114 14,779 42,467 △5,935 65,426 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 249 △1,334 － △1,085 66,033 

当期変動額           

剰余金の配当         △1,270 

当期純利益         4,578 

自己株式の取得         △4,999 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

94 1,164 △796 462 462 

当期変動額合計 94 1,164 △796 462 △1,229 

当期末残高 343 △169 △796 △622 64,804 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,018 7,119 

減価償却費 2,553 3,084 

減損損失 424 111 

のれん償却額 666 668 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 116 △3,814 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 4,584 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 16 27 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65 26 

受取利息及び受取配当金 △200 △173 

保険返戻金 △38 △25 

支払利息 58 62 

為替差損益（△は益） △221 △509 

売上債権の増減額（△は増加） 291 172 

たな卸資産の増減額（△は増加） 26 351 

仕入債務の増減額（△は減少） △867 △2,249 

未払金の増減額（△は減少） △499 △686 

その他 231 △903 

小計 7,508 7,845 

利息及び配当金の受取額 202 173 

利息の支払額 △65 △63 

法人税等の支払額 △361 △3,563 

法人税等の還付額 2 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,287 4,393 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,547 △1,834 

定期預金の払戻による収入 1,504 1,878 

有形固定資産の取得による支出 △4,282 △4,299 

有形固定資産の売却による収入 42 27 

無形固定資産の取得による支出 △796 △872 

投資有価証券の売却による収入 8 21 

貸付けによる支出 △0 － 

貸付金の回収による収入 3 3 

保険積立金の払戻による収入 78 51 

その他 △184 △188 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,174 △5,212 

 

理想科学工業株式会社　（6413）　　平成26年３月期　決算短信

12



 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 287 △476 

長期借入金の返済による支出 △2 △2 

自己株式の取得による支出 △1,499 △4,999 

リース債務の返済による支出 △65 △68 

配当金の支払額 △966 △1,270 

その他 △0 2 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,246 △6,814 

現金及び現金同等物に係る換算差額 769 601 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 636 △7,032 

現金及び現金同等物の期首残高 20,976 21,612 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 21,612 ※ 14,580 

 

理想科学工業株式会社　（6413）　　平成26年３月期　決算短信

13



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数  26社

主要な連結子会社の名称

RISO, INC.

理想（中国）科学工業有限公司

理想工業（香港）有限公司

RISO INDUSTRY（THAILAND）CO.,LTD.

RISO FRANCE S.A.

RISO EURASIA UKRAINE LLCは当連結会計年度において新たに設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。

(2）主要な非連結子会社の名称等

該当の子会社はありません。

 

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況 

該当の子会社及び関連会社はありません。 

(2）持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況 

該当の子会社及び関連会社はありません。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、RISO DE MEXICO S.A.、理想（上海）印刷器材有限公司、理想（中国）科学工業有限公司、

理想工業（深圳）有限公司、RISO EURASIA LLC、RISO EURASIA KAZAKHSTAN LLC、RISO EURASIA UKRAINE LLCの決

算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成に当たって、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表

を使用しております。

 

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ  有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

ロ  デリバティブ

  時価法

ハ  たな卸資産

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ  有形固定資産（リース資産を除く）

建物(建物附属設備を除く)については定額法を、建物以外の有形固定資産については、主として定率法を

採用しております。

ロ  無形固定資産（リース資産を除く）

主として定額法を採用しております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年間）に基づく定額法に

よっております。

ハ  リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3）重要な引当金の計上基準

イ  貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ  賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、当社、国内子会社及び一部在外子会社は賞与支給見込額に基づき計上し

ております。

ハ  役員賞与引当金

当社は役員賞与の支出に備えるため、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しておりますが、

子会社は当該基準における計上はありません。

ニ  製品保証引当金

当社及び一部在外子会社では保証期間内製品の補修部品費用の支出に備えるため、過去の実績に基づき、

発生見込額を計上しております。

 

(4）退職給付に係る会計処理の方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、期間定額基準によっております。

過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額

法により費用処理しております。

なお、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数

（15年）による定率法により算定した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしており

ます。

(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し換算差額は損益として処理しており

ます。

なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中

平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

のれんは、その効果の及ぶ期間で均等償却しております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

  消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職

給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に

係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に

計上しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結

会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が4,589百万円計上されるとともに、その他の包括利

益累計額が796百万円減少しております。

 なお、１株当たり純資産額は38.09円減少しております。
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（連結貸借対照表関係）

１ 当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結して

おります。これら契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

当座貸越極度額 3,470百万円 3,514百万円

借入実行残高 － 〃 － 〃

差引額 3,470百万円 3,514百万円

 

※２ 連結会計年度末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前連結

会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末残高に含まれ

ております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形及び売掛金 449百万円 －百万円

支払手形及び買掛金 373 〃 － 〃

流動負債その他 18 〃 － 〃

 

（連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

給料手当及び賞与 11,308百万円 12,496百万円 

減価償却費 1,518 〃 1,622 〃 

のれん償却額 666 〃 668 〃 

退職給付費用 936 〃 1,001 〃 

賞与引当金繰入額 1,356 〃 1,421 〃 

役員賞与引当金繰入額 66 〃 93 〃 

研究開発費 5,102 〃 6,054 〃 

貸倒引当金繰入額 14 〃 38 〃 

 

※２ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

5,102百万円 6,054百万円 
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※３ 減損損失

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

場所 用途 種類

 茨城県稲敷郡阿見町  印刷機器事業  土地及び建物等

 当社グループは、原則として事業の種類別セグメントを基準に、資産のグルーピングを行っております。

 ただし、不動産その他事業に含まれる賃貸資産は独立したキャッシュ・フローを生み出すと認められる最小単位

毎に、遊休資産については個別にグルーピングを行っております。

 当連結会計年度において、印刷機器事業に用いている資産のうち、主として将来不動産その他事業への用途の変

更が見込まれる資産の時価が下落したため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減少額を減損損失

（424百万円）として特別損失に計上しております。

 なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定士による調査価格又は売却可能

価格により評価しております。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

場所 用途 種類

 山口県宇部市  遊休資産  土地等

 タイ アユタヤ県  印刷機器製造施設  構築物等

 当社グループは、原則として事業の種類別セグメントを基準に、資産のグルーピングを行っております。

 ただし、不動産その他事業に含まれる賃貸資産は独立したキャッシュ・フローを生み出すと認められる最小単位

毎に、遊休資産については個別にグルーピングを行っております。

 当連結会計年度において、事業の用に供していない遊休資産の時価が下落したため、当該資産の帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、減少額を減損損失（68百万円）として特別損失に計上しております。

 また、RISO INDUSTRY（THAILAND）CO.,LTD.の新工場の建設に伴い撤去が計画されている資産について、当該資

産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減少額を減損損失（42百万円）として特別損失に計上しております。

 なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定士による調査価格又は売却可能

価格により評価しております。

 

 

（連結包括利益計算書関係）

※  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 369百万円 129百万円

組替調整額 21 〃 － 〃

税効果調整前 391百万円 129百万円

税効果額 △35 〃 △34 〃

その他有価証券評価差額金 356百万円 94百万円

為替換算調整勘定：    

当期発生額 1,490百万円 1,164百万円

その他の包括利益合計 1,847百万円 1,259百万円
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度 
期首株式数(株)

当連結会計年度 
増加株式数(株)

当連結会計年度 
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式（注）１        

普通株式 25,703,166 － 2,000,000 23,703,166

合計 25,703,166 － 2,000,000 23,703,166

自己株式 （注）２，３        

普通株式 1,546,848 1,047,650 2,000,000 594,498

合計 1,546,848 1,047,650 2,000,000 594,498

 
 （注） １．発行済株式の数の減少は、株式消却による減少2,000,000株であります。

２．自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加150株と定款授権に基づく取締役会決議により買

い取った増加1,047,500株であります。

３．自己株式の数の減少は、株式消却による減少2,000,000株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月26日 

定時株主総会
普通株式 966 40 平成24年３月31日 平成24年６月27日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月25日 

定時株主総会
普通株式 1,270 利益剰余金 55 平成25年３月31日 平成25年６月26日
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当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度 
期首株式数(株)

当連結会計年度 
増加株式数(株)

当連結会計年度 
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式        

普通株式 23,703,166 － － 23,703,166

合計 23,703,166 － － 23,703,166

自己株式 （注）        

普通株式 594,498 2,192,679 － 2,787,177

合計 594,498 2,192,679 － 2,787,177

 
 （注） 自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加79株と定款授権に基づく取締役会決議により買い取

った増加2,192,600株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月25日 

定時株主総会
普通株式 1,270 55 平成25年３月31日 平成25年６月26日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり、決議を予定しております。

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月24日 

定時株主総会
普通株式 1,254 利益剰余金 60 平成26年３月31日 平成26年６月25日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 13,901百万円 12,899百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,276 〃 △1,195 〃

取得日から３か月以内に償還期限の到来する

短期投資（有価証券勘定）
8,987 〃 2,876 〃

現金及び現金同等物 21,612百万円 14,580百万円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

 当社の事業は、印刷機器事業と不動産その他事業に分類され、印刷機器事業は、国内においては当社営

業本部と地域子会社２社が販売を担当しております。また海外においては米州、欧州、アジア等の各地域

を当社海外営業本部が統括し、各国の現地法人が販売を担当しております。各国の現地法人はそれぞれ独

立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を当社海外営業本部と協同で立案

し、事業活動を展開しております。

 したがって、当社の印刷機器事業は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」「米州」「欧州」「アジア」の４つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 報告セグメントの資産、負債その他の項目に関する情報は、印刷機器事業に関して、日本、中国及びタ

イに生産拠点を有しておりますが、生産活動は当該国で印刷機器事業のすべての地域に関する製品の製造

を行っていることから生産に関する資産等の特定地域のセグメントへの配分が困難であること、また、不

動産その他事業は主として不動産の賃貸事業であるため基本的に資産の増減は無く、それぞれ主として損

益情報により業績評価を行っており、資産及び負債等に関する情報は経営資源配分及び業績評価の中心と

なる情報として取り扱っていないため、記載を省略しております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

            （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産 
その他 
事業 

合計 
  日本 米州 欧州 アジア 計 

売上高 47,113 4,834 12,274 9,642 73,864 1,590 75,455 

セグメント利益又は損失（△） 5,557 △636 △877 404 4,448 462 4,910 

(注) １．不動産その他事業には、不動産事業及びプリントクリエイト事業が含まれております。

２．印刷機器事業の各セグメントに属する主な国又は地域

 (1）米 州 ……… 米国、カナダ

 (2）欧 州 ……… ドイツ、イギリス、フランス

 (3）アジア ……… 中国、タイ、韓国、インド

３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

            （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産 
その他 
事業 

連結財務諸
表計上額   日本 米州 欧州 アジア 計 

売上高 48,662 5,728 16,191 11,777 82,358 1,579 83,938 

セグメント利益又は損失（△） 6,047 △415 5 493 6,131 456 6,588 

(注) １．不動産その他事業には、不動産事業及びプリントクリエイト事業が含まれております。

２．印刷機器事業の各セグメントに属する主な国又は地域

 (1）米 州 ……… 米国、カナダ

 (2）欧 州 ……… ドイツ、イギリス、フランス

 (3）アジア ……… 中国、タイ、韓国、インド

３．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

(単位：百万円)
 

日本 米州 欧州 アジア 合計

48,637 4,895 12,274 9,647 75,455

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし国又は地域に分類しております。

各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

 米 州：米国、カナダ

 欧 州：ドイツ、イギリス、フランス

 アジア：中国、タイ、韓国、インド

 

(2）有形固定資産

(単位：百万円)
 

日本 米州 欧州 アジア 合計

28,726 276 150 1,169 30,323

 

３．主要な顧客ごとの情報

 当社の印刷機器事業及び不動産その他事業の販売先は、不特定多数の一般顧客であり、売上高の10％以

上を占める特定顧客が存在しないため、主要な顧客ごとの情報については記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

(単位：百万円)
 

日本 米州 欧州 アジア 合計

50,077 5,870 16,202 11,788 83,938

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし国又は地域に分類しております。

各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

 米 州：米国、カナダ

 欧 州：ドイツ、イギリス、フランス

 アジア：中国、タイ、韓国、インド

 

(2）有形固定資産

(単位：百万円)
 

日本 米州 欧州 アジア 合計

30,106 403 226 2,005 32,742

 

３．主要な顧客ごとの情報

 当社の印刷機器事業及び不動産その他事業の販売先は、不特定多数の一般顧客であり、売上高の10％以

上を占める特定顧客が存在しないため、主要な顧客ごとの情報については記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

    （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産その他事業 合計 

減損損失 424 － 424 

(注) 印刷機器事業に係る減損損失に関しては、印刷機器事業全体に係るものであり、特定地域のセグメン

トに配分していないため、地域ごとの区分をせずに記載しております。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

    （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産その他事業 合計 

減損損失 111 － 111 

(注) 印刷機器事業に係る減損損失に関しては、印刷機器事業全体に係るものであり、特定地域のセグメン

トに配分していないため、地域ごとの区分をせずに記載しております。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

    （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産その他事業 合計 

当期償却額 666 － 666 

当期末残高 1,344 － 1,344 

(注) 印刷機器事業に係るのれんの当期末残高に関しては、印刷機器事業全体に係るものであり、特定地域

のセグメントに配分していないため、地域ごとの区分をせずに記載しております。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

    （単位：百万円） 

  印刷機器事業 不動産その他事業 連結財務諸表計上額 

当期償却額 668 － 668 

当期末残高 679 － 679 

(注) 印刷機器事業に係るのれんの当期末残高に関しては、印刷機器事業全体に係るものであり、特定地域

のセグメントに配分していないため、地域ごとの区分をせずに記載しております。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 2,857.52円 3,098.31円

１株当たり当期純利益金額 205.80円 210.13円

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２. １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（百万円） 4,827 4,578

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（百万円） 4,827 4,578

期中平均株式数（千株） 23,454 21,791

 

（重要な後発事象）

①自己株式の取得

当社は、平成26年５月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。

なお、自己株式の取得に関する事項は、次のとおりであります。

１．理由

  経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行及び株主への利益還元のため

２．取得対象株式の種類

  当社普通株式

３．取得し得る株式の総数

  850,000株

４．取得価額の総額

  2,000,000,000円

５．取得期間

  平成26年５月19日から平成26年６月23日まで

６．取得方法

  東京証券取引所における市場買付
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,585 6,328 

受取手形 1,846 1,434 

売掛金 11,592 11,499 

有価証券 8,987 2,876 

商品及び製品 4,445 5,675 

仕掛品 166 128 

原材料及び貯蔵品 1,390 1,526 

前払費用 245 431 

繰延税金資産 1,458 1,268 

その他 922 885 

貸倒引当金 △6 △3 

流動資産合計 37,634 32,050 

固定資産    

有形固定資産    

建物 16,229 20,435 

減価償却累計額 △10,948 △11,760 

建物（純額） 5,281 8,675 

構築物 1,241 1,499 

減価償却累計額 △1,138 △1,170 

構築物（純額） 103 328 

機械及び装置 4,771 4,800 

減価償却累計額 △4,344 △4,400 

機械及び装置（純額） 426 400 

車両運搬具 80 72 

減価償却累計額 △74 △66 

車両運搬具（純額） 5 6 

工具、器具及び備品 14,168 13,691 

減価償却累計額 △13,509 △13,106 

工具、器具及び備品（純額） 659 585 

営業用資産 9,468 8,893 

減価償却累計額 △7,143 △6,243 

営業用資産（純額） 2,324 2,650 

土地 16,918 16,861 

リース資産 193 284 

減価償却累計額 △91 △109 

リース資産（純額） 102 174 

建設仮勘定 2,955 494 

有形固定資産合計 28,778 30,177 

無形固定資産    

のれん 1,316 658 

特許権 1,698 1,430 

ソフトウエア 2,392 2,207 

その他 106 59 

無形固定資産合計 5,513 4,356 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,824 1,945 

関係会社株式 6,618 6,669 

出資金 2 2 

関係会社出資金 3,235 3,235 

従業員に対する長期貸付金 38 36 

破産更生債権等 51 45 

長期前払費用 53 56 

繰延税金資産 1,118 922 

差入保証金 1,245 1,179 

保険積立金 1,147 1,280 

その他 500 500 

貸倒引当金 △51 △45 

投資その他の資産合計 15,784 15,827 

固定資産合計 50,075 50,361 

資産合計 87,710 82,412 

負債の部    

流動負債    

支払手形 2,623 2,328 

買掛金 8,747 7,481 

1年内返済予定の長期借入金 2 2 

リース債務 37 54 

未払金 2,866 2,459 

未払費用 577 453 

未払法人税等 2,191 1,132 

前受金 606 661 

預り金 364 276 

賞与引当金 1,582 1,572 

役員賞与引当金 66 93 

製品保証引当金 48 52 

設備関係支払手形 152 63 

その他 5 19 

流動負債合計 19,870 16,651 

固定負債    

長期借入金 35 33 

リース債務 66 120 

退職給付引当金 3,677 3,188 

関係会社事業損失引当金 4 5 

その他 238 240 

固定負債合計 4,023 3,588 

負債合計 23,893 20,240 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 14,114 14,114 

資本剰余金    

資本準備金 14,779 14,779 

資本剰余金合計 14,779 14,779 

利益剰余金    

利益準備金 3,528 3,528 

その他利益剰余金    

海外市場開拓積立金 4,078 4,078 

設備拡充積立金 10,000 10,000 

為替変動積立金 2,100 2,100 

別途積立金 8,024 8,024 

繰越利益剰余金 7,876 11,137 

利益剰余金合計 35,608 38,868 

自己株式 △935 △5,935 

株主資本合計 63,567 61,827 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 249 343 

評価・換算差額等合計 249 343 

純資産合計 63,816 62,171 

負債純資産合計 87,710 82,412 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 64,533 68,065 

売上原価    

商品及び製品期首たな卸高 4,663 4,445 

当期製品製造原価 25,509 28,527 

当期商品仕入高 5,451 5,594 

他勘定受入高 3,170 3,125 

製品保証引当金繰入額 △38 4 

合計 38,757 41,696 

他勘定振替高 2,403 2,618 

商品及び製品期末たな卸高 4,445 5,675 

売上原価合計 31,908 33,402 

売上総利益 32,625 34,663 

販売費及び一般管理費 27,564 28,777 

営業利益 5,061 5,885 

営業外収益    

受取利息 13 3 

有価証券利息 23 9 

受取配当金 52 834 

為替差益 303 376 

その他 146 112 

営業外収益合計 539 1,336 

営業外費用    

支払利息 6 6 

固定資産除却損 15 37 

その他 28 57 

営業外費用合計 49 101 

経常利益 5,550 7,120 

特別利益    

保険返戻金 38 25 

貸倒引当金戻入額 112 － 

特別利益合計 151 25 

特別損失    

減損損失 424 68 

関係会社株式評価損 60 51 

投資有価証券評価損 21 － 

特別損失合計 506 120 

税引前当期純利益 5,196 7,026 

法人税、住民税及び事業税 2,191 2,143 

法人税等調整額 △1,763 351 

法人税等合計 428 2,494 

当期純利益 4,768 4,531 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備
金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

海外市場
開拓積立
金 

設備拡充
積立金 

為替変動
積立金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 14,114 14,779 14,779 3,528 4,078 10,000 2,100 8,024 6,650 34,382 

当期変動額                     

剰余金の配当                 △966 △966 

当期純利益                 4,768 4,768 

自己株式の取得                     

自己株式の消却                 △2,575 △2,575 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                     

当期変動額合計                 1,226 1,226 

当期末残高 14,114 14,779 14,779 3,528 4,078 10,000 2,100 8,024 7,876 35,608 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合
計   自己株式 株主資本

合計 

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 △2,011 61,265 △107 △107 61,158 

当期変動額           

剰余金の配当   △966     △966 

当期純利益   4,768     4,768 

自己株式の取得 △1,500 △1,500     △1,500 

自己株式の消却 2,575 －     － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）     356 356 356 

当期変動額合計 1,075 2,301 356 356 2,658 

当期末残高 △935 63,567 249 249 63,816 
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当事業年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備
金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

海外市場
開拓積立
金 

設備拡充
積立金 

為替変動
積立金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 14,114 14,779 14,779 3,528 4,078 10,000 2,100 8,024 7,876 35,608 

当期変動額                     

剰余金の配当                 △1,270 △1,270 

当期純利益                 4,531 4,531 

自己株式の取得                     

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                     

当期変動額合計                 3,260 3,260 

当期末残高 14,114 14,779 14,779 3,528 4,078 10,000 2,100 8,024 11,137 38,868 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合
計   自己株式 

株主資本
合計 

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 △935 63,567 249 249 63,816 

当期変動額           

剰余金の配当   △1,270     △1,270 

当期純利益   4,531     4,531 

自己株式の取得 △4,999 △4,999     △4,999 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）   － 94 94 94 

当期変動額合計 △4,999 △1,739 94 94 △1,644 

当期末残高 △5,935 61,827 343 343 62,171 
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６．役員の異動

（１）代表取締役の異動

該当事項はありません。

 

（２）その他の役員の異動（平成26年６月24日付）

①新任取締役候補者

該当事項はありません。

 

②退任予定取締役

取締役  国谷 多可史

取締役  阿部 和男

 

③新任監査役候補

該当事項はありません。

 

④退任予定監査役

該当事項はありません。
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